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平成 28 年 11 月７日 

 内閣府政策統括官（経済財政分析担当） 

 

 

 

「景気ウォッチャー調査」公表冊子の構成等の変更について 
 
 

 

「景気ウォッチャー調査」の公表冊子の構成等について、平成 28 年 10 月調

査より、別紙のとおり変更する予定です。変更理由の第一は、地域の新区分系列

の参考公表を開始すること、第二は、この新区分の参考公表に併せて季節調整済

系列を拡大したことによります。 

「景気ウォッチャー調査」では、季節的な要因を除外して景況感の回答を得る

ように依頼していますが、これまでも、事後的なＤＩの動きには季節変動要因が

含まれていることが知られています。したがって、景況感の評価には、季節性を

排除した季節調整値を用いることが適当です。 

このため、本年 10 月調査より、１）家計動向関連ＤＩの内訳（小売関連、飲

食関連、サービス関連、住宅関連）及び企業動向関連ＤＩの内訳（製造業、非製

造業）、２）地域別の総合ＤＩ（東京都を含めた 12 地域、参考３地域）、の合計

21 系列の季節調整値を 2002 年に遡り、追加公表いたします。 

今般の系列の追加に併せ、調査結果の動向説明は、季節調整値によるものとし、

原数値ついては、参考として掲載することといたします。なお、季節調整値の詳

細については、本年 10 月調査公表時に、追加説明資料を同時に公表する予定で

す。 
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（別紙） 

「景気ウォッチャー調査」公表冊子の構成（変更前・変更後） 

変更前 変更後(変更箇所に下線) 

今月の動き 

 

●月の現状判断ＤＩは、・・・・。 

家計動向関連ＤＩは、・・・・。企業動向関連

ＤＩは、・・・・・。雇用関連ＤＩについては、・・・。 

●月の先行き判断ＤＩは、・・・・。 

家計動向関連ＤＩ、企業動向関連ＤＩ、雇用関

連ＤIが・・・・。 

なお、季節調整値でみると、現状判断ＤＩ

は・・・、先行き判断ＤＩは・・・。 （略） 

 

今月の動き 

 

●月の現状判断ＤＩ(季節調整値)は、・・・・。 

家計動向関連ＤＩは、・・・・。企業動向関連

ＤＩは、・・・・・。雇用関連ＤＩについては、・・・。 

●月の先行き判断ＤＩ(季節調整値)は、・・・・。 

家計動向関連ＤＩ、企業動向関連ＤＩ、雇用関

連ＤIが・・・・。 

なお、原数値でみると、現状判断ＤＩは・・・、

先行き判断ＤＩは・・・。 （略） 

 

調査結果 調査結果 

Ⅰ．全国の動向 Ⅰ．全国の動向 

 １．景気の現状判断ＤＩ １．景気の現状判断ＤＩ（季節調整値） 
 ２．景気の先行き判断ＤＩ ２．景気の先行き判断ＤＩ（季節調整値） 
 （参考）景気の現状判断ＤＩ・先行き判断Ｄ

Ｉ（原数値） 
Ⅱ．各地域の動向 Ⅱ．各地域の動向 

 １．景気の現状判断ＤＩ １．景気の現状判断ＤＩ（季節調整値） 
 ２．景気の先行き判断ＤＩ ２．景気の先行き判断ＤＩ（季節調整値） 
  （参考）景気の現状判断ＤＩ・先行き判断Ｄ

Ｉ（原数値） 
Ⅲ．景気判断理由の概要 Ⅲ．景気判断理由の概要 

  
（参考１）景気の現状水準判断ＤＩ （参考１）景気の現状水準判断ＤＩ（季節調整

値） 
（参考２）全国動向ＤＩの季節調整値 ⇒前段に移行 

 
 （参考２）区分変更に伴う参考ＤＩ等 
  
統計表 統計表 

  

景気判断理由集 景気判断理由集 
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構成変更に関するＱ＆Ａ 

 

Ｑ１：地域別の季節調整値も公表されるのですか。 

 Ａ：平成 28 年 10 月調査より、地域別の総合ＤＩの季節調整値を公表する予
定です。 

 

Ｑ２：各地域における分野別の季節調整値の公表の予定はありますか。 

 Ａ：回答数の制約等から有意な季節性の検出が難しいため、予定はありませ
ん。 

 

Ｑ３：過去の季節調整値は掲載しますか。 

 Ａ：季節調整値の時系列については、原数値と同様、ＨＰ上にエクセルファ
イルにて公表する予定です。 

 

Ｑ４：家計４分野（小売関連、飲食関連、サービス関連、住宅関連）や企業２
分野（製造業、非製造業）よりもさらに細かい区分（百貨店等）での季節
調整値の公表の予定はありますか。 

 Ａ：回答数の制約等から有意な季節性の検出が難しいため、予定はありませ
ん。なお、簡便に季節性を把握できるよう、個別ＤＩの平年前月差の一覧
を公表しています（「「景気ウォッチャー調査」における個別ＤＩの平年前
月差の公表について（平成 28 年 10 月 27 日）」）ので、そちらを御参照く
ださい。 

 

 

 


